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　Stepping test: stepping testの各指標、initiation time, stepping length, adjusting steps全てにSTN-DBS後、統



































モデル）の方が統計的有意に良く奏効した。行動判定テストでは、stepping test のinitiation timeとrotarod test
で軽症モデルと重症モデルの間に有意差が出現し、これらが最も鋭敏なテストであるものと考えられた。






































7）6-OHDAの 1 か所注入と 4 か所注入で、ドパミン神経の傷害にはどの程度の差がみられたのか
8）モデル作成にmethylphenyltetrahydropyridinを使わなかったのはなぜか
9）STN刺激の臨床効果は、現在、どのような機序によると理解されているのか
10）視床下核への電極留置部位の精度について
　これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
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